
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

陽子線照射により生じる微弱光画像から、陽子線の飛程を 

高精度で計測
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 � ` � Ã  雅孝（こもりまさたか）准教

授、名古屋陽子線治療センターの歳藤 利行（としとうとしゆき）博士らの

研究グループは、名古屋陽子線治療センターの陽子線治療装置を用いて、

陽子線ビームを水に照射した際に発生する微弱光を画像化することで、陽

子線飛程を高精度で計測することに成功しました。 

本研究グループは、陽子線が水中で微弱光を発することを発見し、この

光を高感度カメラで撮像することで陽子線が水に与える線量分布を画像化

することに世界で初めて成功しました。また、撮像した画像から、陽子線の

飛程を高い精度で評価することもできました。従来、陽子線照射により水

が発光するとは考えられていなかったことから、陽子線照射中の線量分布

画像を光計測で得たという報告はありませんでした。今回の研究成果は、

新しい陽子線計測法の発見であり、研究グループは、検出した微弱光は、陽

子線照射で水に生じたフリーラジカルに起因すると考えています。今回、

画像化に成功した手法は、陽子線照射中に画像化が可能であり、






